
55       第Ⅳ部 全国センター研究協議会 

 平 成1 7年 度 全 国 精 神 保 健 福 祉セ ン ター長 会  

 第4 1回 全 国 精 神 保 健 福 祉セ ン ター研 究 協 議 会 開 催プ ロ グ ラム 

   会 場 Ｗ ＥＳＴ１９ 

第１日目平成１７年 ９月１２日（月）  

 全国精神保健福祉センター長会理事会  

 １０：３０～１１：００ 理事会受付 

 １１：００～１２：００ 全国精神保健福祉センター長会理事会 

大会議室 

（２階） 

 全国精神保健福祉センター長会会議  

 １２：３０～１３：００ センター長会受付 

 １３：００～１４：４５ 全国精神保健福祉センター長会会議 

研修室 

（２階） 

 全国精神保健福祉センター研究協議会  

 １２：３０～１４：４０ 研究協議会受付 

 １４：５５～１５：０５ 全国精神保健福祉センター研究協議会開会式 

 講演                                                                                                                                                    

  「精神保健福祉の新たな施策について」 

   厚生労働省精神保健福祉課長 新村 和哉 氏 

 講演 

  「精神障害者の人権をめぐって」 

   北海道立緑ケ丘病院 伊藤 哲寛 氏 

 

１５：１０～１７：００ 

  （前北海道立精神保健福祉センター所長）                                                                                                                                  

講堂 

（５階） 

 １８：００～１９：３０ 意見交換会 
京王プラザホテル 

札幌・雅の間 

    

第２日目平成１７年 ９月１３日（火）  

 全国精神保健福祉センター研究協議会  

  ８：３０～ ８：５０ 研究協議会受付 

  ８：５０～１２：１５ 一般演題１～４（発表演題１９題・うち誌上１題） 

 １２：１５～１３：００ 休 憩 

 １３：００～１５：４５ 一般演題５～７（発表演題１８題・うち誌上２題） 

 １５：５０～１６：００ 全国精神保健福祉センター研究協議会閉会式 

講堂 

（５階） 
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講演 １ 

 

 

   「精神保健福祉の新たな施策について」 

   厚生労働省精神保健福祉課長 新村 和哉 氏 

 

 

    １ 新たな障害福祉のサービスの体系 
 
    ２ 障害福祉サービスの利用者負担金の見直し 
 
    ３ 障害福祉計画 
 
    ４ 精神保健福祉法改正等の内容 
 
 
 
 
講演 ２ 

 
 
   「精神障害者の人権を巡って」 

   北海道緑ヶ丘病院長 伊藤 哲寛 氏 

 
 
    １ 人権を巡る世界と日本の動き 
 
    ２ 精神障害者の権利擁護に関する国際的な動向 
 
    ３ なぜ、差別禁止法は必要なのか 
 
    ４ 普及啓発活動の限界 
 
    ５ 精神医療審査会の限界 
 
    ６ 精神病院の情報公開の重要性 
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平成１７年度全国精神保健福祉センター長会 

 
第４１回全国精神保健福祉センター研究協議会 

プログラム・演題集 
平成１７年 ９月１２日（月）・１３日（火） ＷＥＳＴ１９ 

  全国精神保健福祉センター長会       （事務局：京都市こころの健康増進センター） 
  全国精神保健福祉センター研究協議会 （事務局：北海道立精神保健福祉センター） 
 

一 般 演 題 発 表プ ロ グ ラム    （１演 題に つ き７分 以 内） 

一 般 演 題 １  ８：５０～９：４０ 座 長：秋 田 県 精 神 保 健 福 祉セ ン ター 伏 見 雅 人 所 長 

№ 所 属 
誌

上 
発 表 者 共 同 発 表 者 演 題 名 

1 川 崎 市 精 神 保 健 福 祉セ ン ター   丸 山とき子 

坂 口 正 浩・岡 部 健・塩 田 愉

貴 子・高 橋 瑠 美 子・西 田 俊

子・沼 澤 由 理 恵 

精 神 障 害 者 居 宅 介 護 等 事 業の実 施 状 況と

課 題～支 援 必 要 度 尺 度の考 案を含め て～ 

2 福 岡 県 精 神 保 健 福 祉セ ン ター ○ 安 留 文 子 
船 田 香 織・松 本 奈々子・犬

束 義 光・下 野 正 健 

平 成１６年 度 就 労 体 験プ ログ ラムに つ い て

～現 場 体 験 型プ ログ ラムに つ い て の一 考 察

～ 

3 
札 幌こころ のセ ン ター            

（札 幌 市 精 神 保 健 福 祉セ ン ター） 
  武 田 洋 一 

吉 森み ど り・中 野 育 子・築

島 健 

関 係 機 関と連 携して行っ た「就 労 支 援プ ロ

グ ラム」の経 過に つ い て－プ ログ ラム修 了 者

が就 労に至るまで－ 

4 大 阪 府こころ の健 康 総 合セ ン ター   川 本 正 明 
吉 原 明 美・山 口 実 和 子・今

井 千 代 美・杉 谷 雄 二 

大 阪 府 退 院 促 進 支 援 事 業５年 間の結 果と今

後－新た な取り組み を中 心に－ 

5 神 戸 市こころ の健 康セ ン ター   柿 本 裕 一 

梅 藤 裕 子・古 川 真 里・島 原

光 恵・北 村 和 雄・高 橋 明

子・土 井 寛 子 

平 成１６年 度 神 戸 市 退 院 促 進 支 援 事 業－医

療と地 域 資 源の架け橋－ 

6 岡 山 県 精 神 保 健 福 祉セ ン ター   西 村 裕 樹 

藤 田 大 輔・西 尾 恵・大 山 早

紀 子・塚 本ち え・野 上 俊

子・藤 田 健 三 

A C T－岡 山 事 業の概 要と経 過 報 告－公 的

機 関に お け るＡＣＴプ ログ ラムの実 践か ら－ 

  質 疑 及び座 長ま とめ １５分 間 程 度 

      

一 般 演 題 ２  ９：４０～１０：２５ 座 長：福 島 県 精 神 保 健 福 祉セ ン ター 畑 哲 信 所 長 

№ 所 属 
誌

上 
発 表 者 共 同 発 表 者 演 題 名 

7 青 森 県 立 精 神 保 健 福 祉セ ン ター   渡 邉 直 樹 野 宮 富 子・上 村 昭 子 「青 森 県 職 域メン タル ヘ ル ス実 態 調 査か ら」 

8 鳥 取 県 立 精 神 保 健 福 祉セ ン ター   原 田 豊 
大 塚 月 子・中 原 都（鳥 取 県

福 利 厚 生 室） 

鳥 取 県 職 員を対 象としたメン タル ヘ ル ス対

策 及び相 談の現 状 

9 千 葉 県 精 神 保 健 福 祉セ ン ター   堀 内 美 穂 子 
石 津 聡 子・市 川 周 子・川 島

道 美 

学 校メン タル ヘ ル ス対 策 事 業のニ ー ズ調 査

か ら見え た もの 

1 0 岩 手 県 精 神 保 健 福 祉セ ン ター   長 澤 裕 美 子 

黒 澤 美 枝・菅 野 啄 也・大和

正 恵・石 川 由 美 子（岩 手 県

精 神 保 健 福 祉セ ン ター）・

北 畠 顕 浩（岩 手 県 立 大 船

渡 病 院）・鈴 木 満・横 澤 直

文（岩 手 医 科 大 学 精 神 科） 

求 職 者の精 神 健 康に関す る実 態 調 査 

  質 疑 及び座 長まとめ １５分 間 程 度 
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一 般 演 題 ３  １０：４０～１１：３０ 座 長：山 形 県 精 神 保 健 福 祉セ ン ター 有 海 清 彦 所 長 

№ 所 属 
誌

上 
発 表 者 共 同 発 表 者 演 題 名 

1 1 埼 玉 県 立 精 神 保 健 福 祉セ ン ター   濱 田 彰 子 

魚 谷か お り・福 吉 優 子・佐

藤 三 四 郎（埼 玉 県 立 精 神

保 健 福 祉セ ン ター）・瀧 本

の ぞ み（埼 玉 県 川 口 保 健

所）・高 畑 隆（埼 玉 県 立 大

学） 

第４回 全 国 精 神 障 害 者ス ポ ー ツ（バ レー ボ

ー ル）大 会を実 施して～主に大 会・競 技 関

係 者との連 携か ら～ 

1 2 埼 玉 県 立 精 神 保 健 福 祉セ ン ター   魚 谷か お り 

福 吉 優 子・古 川 和 人・朝 井

涼 子・佐 藤 三 四 郎・三 村 卓

巳 

埼 玉 県に お け る精 神 障 害 者ス ポ ー ツ振 興

の取り組み～第４回 全 国 精 神 障 害 者スポ ー

ツ大 会を契 機として～ 

1 3 神 奈 川 県 精 神 保 健 福 祉セ ン ター   長 瀬 明 美 藤 井 由 美 子 

神 奈 川 県 障 害 者ケ ア マ ネ ジ メン ト従 事 者 養

成 研 修に つ い て－ケ ア マ ネ ジ メン トの地 域

実 践に向け て の取り組み－ 

1 4 
東 京 都 立 多 摩 総 合 精 神 保健 福 祉

セ ン ター 
  仲 本 京 子  

青 山 孝 子・大 木 結 子・福 永

博 子・小 澤 壽 江・山 本りか

子・鈴 木 雄 幸・近 藤 智 恵

子・伊 勢 田 堯 

欠 陥 訓 練モ デ ルか ら目 標 達 成 支 援 重 視へ

の転 換－IC Fを活 用した評 価 表の開 発の試

み－ 

1 5 
東 京 都 立 多 摩 総 合 精 神 保 健 福 祉

セ ン ター 
  四 辻 直 美 津 川 孝 治・佐 藤 良 行 

東 京 都 立 多 摩 総 合 精 神 保 健 福 祉セ ン ター

ホ ス テ ル退 所 後の生 活 実 態 調 査－１３年 間

の通 常 利 用 終 了 者に対す るア ン ケ ー ト調 査

－ 

  質 疑 及び座 長ま とめ １５分 間 程 度 

      

一 般 演 題 ４  １１：３０～１２：１５ 座 長：青 森 県 立 精 神 保 健福 祉セ ン ター 渡 邉 直 樹 所 長 

№ 所 属 
誌

上 
発 表 者 共 同 発 表 者 演 題 名 

1 6 新 潟 県 精 神 保 健 福 祉セ ン ター   櫛 谷 晶 子 
福 島 昇・宮 崎 敏 子・武 石 敏

秀・津 野 聡 

新 潟 県 中 越 大 震 災に お け るこころ のケ ア対

策に つ い て 

1 7 静 岡 県 精 神 保 健 福 祉セ ン ター   中 垣 真 通 松 本 晃 明 
静 岡 県こころ の緊 急 支 援チ ー ム（C R T )の創

設とそ の概 要 

1 8 長 崎 県 精 神 保 健 福 祉セ ン ター   浦 田 実 坂 田 千 枝 子 
こころ の緊 急 支 援チ ー ム（C R T )設 立の取り

組み に つ い て 

1 9 山 口 県 精 神 保 健 福 祉セ ン ター   河 野 通 英 廣 岡 逸 樹 
学 校 危 機とマ スコミ対 応～山 口 県 立 光 高 校

爆 破 物 事 件か ら～ 

  質 疑 及び座 長ま とめ １５分 間 程 度 
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一 般 演 題 ５  １３：００～１４：０５ 座 長：仙 台 市 精 神 保 健 福 祉 総 合セ ン ター 岡 崎 伸 郎 所 長 

№ 所 属 
誌

上 
発 表 者 共 同 発 表 者 演 題 名 

2 0 香 川 県 精 神 保 健 福 祉セ ン ター   林 公 子 
黒 河 内 美 鈴・藤 岡 邦 子・長

楽 鉄 乃 祐 

香 川 県 精 神 保 健 福 祉セ ン ターに お け る社

会 的ひ きこもり相 談の現 状と課 題 

2 1 静 岡 県 精 神 保 健 福 祉セ ン ター   川 田 敦 子 
柿 澤 真 知 子・白 石 直 也・松

本 晃 明 

静 岡 県に お け る社 会 的ひ きこもりへ の対 応

状 況と課 題 

2 2 静 岡 県 精 神 保 健 福 祉セ ン ター ○ 白 石 直 也 
柿 澤 真 知 子・川 田 敦 子・松

本 晃 明 

社 会 的ひ きこもり者に対す るデ イケ ア プ ログ

ラムの再 編 

2 3 徳 島 県 精 神 保 健 福 祉セ ン ター   林 多 美 江 
岡 部 浩 通・高 林 学・平 井 大

祐・幸 田 文 一 

社 会 的ひ きこもり相 談 体 制の現 状と課 題～

地 域 保 健 特 別 事 業の取り組み を とお して～ 

2 4 鳥 取 県 立 精 神 保 健 福 祉セ ン ター   川 口 栄 
元 木 順 子・角 田 智 玲・田 中

有 里・原 田 豊 

鳥 取 県に お け るひ きこもり関 連 事 業 及び ひ

きこもり相 談の現 状 

2 5 山 梨 県 立 精 神 保 健 福祉セ ン ター   近 藤 直 司   
「ひ きこもり」「社 会 的ひ きこもり」の捉え方と

今 後の臨 床 研 究の方 向 性に つ い て 

2 6 山 梨 県 立 精 神 保 健 福 祉セ ン ター   有 泉 加 奈 絵 松 木 安 子・近 藤 直 司  
青 年 期ひ きこもりケ ー スを対 象に したＳＳＴ

グ ル ー プに つ い て 

 質 疑 及び座 長ま とめ ２０分 間 程 度 

      

一 般 演 題 ６  １４：０５～１４：５５ 座 長：宮 城 県 精 神 保 健 福 祉セ ン ター 白 澤 英 勝 所 長 

№ 所 属 
誌

上 
発 表 者 共 同 発 表 者 演 題 名 

2 7 
東 京 都 立 中 部 総 合 精 神 保 健 福 祉

セ ン ター 
  国 吉 浄 子 

鹿 野 朗・尾 上 孝 文・河 野 広

子・飯 島た つ み・浦 山 敬・

佐 治 誠・佐 藤 峯 雄・熊 谷 直

樹 

精 神 医 療 審 査 会へ の退 院 請 求お よび処 遇

改 善 請 求の分 析～請 求 者の訴え に耳を す

ませ て…わ か っ た こと～ 

2 8 千 葉 県 精 神 保 健 福 祉セ ン ター ○ 四 方 田 清 

五 月 女 純 子・川 島 道 美（千

葉 県 精 神 保 健 福 祉セ ン タ

ー）・鈴 木 健 司・冨 山 學 人

（千 葉 市こころ の健 康セ ン

ター） 

精 神 科 病 院か ら見た精 神 医 療 審 査 会の対

応に つ い て－精 神 医 療 審 査 会（退 院 等の

請 求）に関す るア ン ケ ー ト調 査か ら－ 

2 9 
札 幌こころ のセ ン ター            

（札 幌 市 精 神 保 健 福 祉セ ン ター） 
  遠 藤 三 千 之 

石浦 貴 子・松 村 彰・篠 村 哲

司・中 野 育 子・築 島 健 

札 幌 市 精 神 科 救 急 情 報セ ン ターの状 況に

つ い て～実 績と課 題～ 

3 0 群 馬 県こころ の健 康セ ン ター   赤 田 卓 志 朗 
芦 名 孝 一・毛 呂 佐 代 子・宮

永 和 夫 

群 馬 県 精 神 科 救 急 情 報セ ン ターに お け るア

ウトリー チ活 動の検 討 

3 1 大 阪 市こころ の健 康セ ン ター   谷 宗 英 

北 村 惠 子・根 来 千 穂・高 橋

育 美・熊 谷 由 喜 子・森 脇 登

志 夫・岡 部 信 子・竹 内 伸

江・古 塚 大 介 

大 阪 市に お け る精 神 保 健 福 祉 法 第２３条に

基づ く措 置 入 院 制 度の現 状と問 題 点 

  質 疑 及び座 長ま とめ １５分 間 程 度 
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一 般 演 題 ７  １４：５５～１５：４５ 座 長：岩 手 県 精 神 保 健 福 祉セ ン ター 黒 澤 美 枝 所 長 

№ 所 属 
誌

上 
発 表 者 共 同 発 表 者 演 題 名 

3 2 群 馬 県こころ の健 康セ ン ター   島 村 利 枝 

田 中 賢 一・大 山 秀 夫・松 井

和 弘・太 田 知 幸・河 合 久

代・宮 永 和 夫 

群 馬 県もの忘れ検 診 事 業を実 施して－認

知 症 早 期 発 見、治 療、予 防 活 動の推 進－ 

3 3 さい た ま市こころ の健 康セ ン ター   山 川 敬 子 
高 田 宏 美・井 上 亮 子・岡 崎

直 人・黒 田 安 計 

青 年 期の軽 度 発 達 障 害 者と家 族の支 援－

グ ル ー プ ワー クを通して考え る－ 

3 4 福 岡 県 精 神 保 健福 祉セ ン ター   家 永 志お り 

砂 田 一 代・松 本 奈々子・朝

吹 絵 美・仲 原 由 美・平 泰

子・下 野 正 健 

うつ の家 族 教 室～１年 目の試み に つ い て～ 

3 5 
北 九 州 市 立 精 神 保 健 福 祉セ ン タ

ー 
  松 浦 由 美 三 井 敏 子・市 丸 信 樹 

薬 物 対 策 事 業に お け る地 域ネ ットワー クの

現 状と課 題 

3 6 北 海 道 立 精 神 保 健 福 祉セ ン ター   杉 橋 桃 子 

羽 原 牧 子・千 葉 由 紀 子・細

道 麗 華・縄 井 詠 子・山 中 克

哉・市 川 淳 二・田 辺 等 

来 所 相 談に み たギ ャン ブ ル依 存 症～女 性

ギ ャン ブ ル依 存 症 者の背 景を探る～ 

  質 疑 及び座 長ま とめ １５分 間 程 度 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


